
令和８年６月２５日 

教育委員会事務局総合支援課 

「令和７年度生徒指導状況報告」の結果について 

１ 暴力行為（対教師暴力、生徒間暴力、対人暴力、器物損壊）の状況について  

〇発生件数における小・中学校の内訳は小学校５０２件（-７１件）【対教師暴力８０件（-９５件）、生徒間暴力

３３３件（＋７件）、対人暴力９件（+９件）、器物損壊８０件（+８件）】、中学校２３８件（-５８件）【対教師暴力 

１７件（-１１件）、生徒間暴力１９２件（-３０件）、対人暴力５件（+３件）、器物損壊２４件（-20 件）】である。 

 ※（ ）内は前年度との比較 

２ いじめの状況について 

 
〇令和６年度は令和 5 年度から約１，１００件減少し、令和７年度は前年度に比べてさらに約１００件減少した。校

種別において、小学校では２６９件の減少が見られ、中学校では１５７件増加した。令和７年１２月に実施した

「熊本市心のアンケート（無記名式）」で「いじめられたことがある」と回答した児童生徒数は４，１２３人（小３，

７２９人、中３９４人）で、令和７年度の学校の認知件数は２，８３２人（小２，２４６人、中５８６人）であり、児童生

徒との認知に差がある。いじめを積極的に認知していくことが、いじめの深刻化の防止につながっていくことを

生徒指導主任・主事会等で啓発していく必要がある。 
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３ 長期欠席児童生徒の状況について 

 

  
R３ R４ R５ R６ R７ 

小 中 小 中 小 中 小 中 小 中 

不登校 757 1395 1092 1668 1213 1792 1０７２ 17６１ １１４０ １７８２ 

病気 136 179 27４ 287 27５ 301 ３１９ ２２６ ２７２ ２２０ 

感染回避 ８７ ４０ ４９ １２    

その他 28 20 87 54 68 45 ２８５ １５３ ３９５ １６２ 

校種別合計 １００８ １６３４ １５０２ ２０２１ １５５６ ２１３８ １６７６ ２１４０ １８０７ ２１６４ 

長期欠席 2642 3523 3694 3８１６ ３９７１ 

〇令和７年度はスクールカウンセラー５０人、スクールソーシャルワーカー２１人、不登校対策サポーター２１人を配

置し、不登校の未然防止、早期発見及び関係機関につなぐ体制づくりに努めてきた。 令和８年度は不登校対

策サポーターを２２人（＋１人）配置している。 

〇教育支援センターフレンドリーを６か所設置し、児童生徒の居場所づくりを行っている。正式通所人数は７５人

で、内訳は小学生３４人（+４人）、中学生４１人（－３人）である。 

〇大学生が長期欠席児童生徒の話し相手や遊び相手になるユア・フレンド事業も継続して実施している。活用

人数は３１６人で、内訳は小学生 １３５人（－２５人）、中学生１８１人（－２７人）である。 

〇フレンドリーオンラインは本格実施５年目となり、長期欠席児童生徒の心の居場所づくりと学習機会の保障に

努めている。申込者は４８３人で、内訳は小学生１５９人（+２４人）、中学生３２４人（－２８人）である。  

※（ ）内は前年度との比較 
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